
 

令和８年度 茅野市要保護児童対策地域協議会代表者会議 次第 

    期日 令和８年８月６日（木）午後 1時 30 分～   

場所 茅野市役所 ８階大ホール          

 

１ 開会 

２ 市長あいさつ 

３ 自己紹介（別紙参照） 

４ 会議事項 

（１）茅野市審議会等の会議の公開について            〔資料１関係〕 

 

（２）茅野市要保護児童対策地域協議会について           〔資料２関係〕 

 

（３）令和７年度茅野市の相談状況について               〔資料３関係〕 

 

 （４）令和７年度茅野市の進行管理実績等について         〔資料４関係〕 

 

（５）茅野市要対協における進行管理事例について         〔資料５関係〕 

 

 （６）諏訪児童相談所から                     〔資料６関係〕 

 

（７）各関係機関の現状と課題の報告 

 

５ その他 

 

６ 総括 

 

７ 閉会 

  



構成する関係機関

1 第１号 茅野市 市長 今井　敦

2 第１号 茅野市教育委員会　 教育長 山田　利幸

3 第１号 長野県諏訪児童相談所 所長 血脇　洋恵

4 第１号 長野県諏訪保健福祉事務所 健康づくり支援課長 柳澤　忍

5 第１号 長野県茅野警察署
生活安全課
生活安全係長

内堀　大地

6 第１号 茅野市健康福祉部 部長 丸茂　優子

7 第１号 茅野市教育委員会事務局　こども部 部長 五味　正

8 第１号 茅野市立保育所
園長会長
（玉川保育園長）

両角　勢津子

9 第１号 茅野市立小学校校長代表
校長会
（豊平小学校長）

宮坂　哲生

10 第１号 茅野市立中学校校長代表
校長会
（北部中学校長）

千野　憲一

11 第２号 社会福祉法人茅野市社会福祉協議会 常務理事・事務局長 竹内　武

12 第２号 一般社団法人諏訪郡医師会 茅野原地区医師会 原田　和郎

13 第２号 社会福祉法人つるみね福祉会児童家庭支援センターつつじ センター長 川瀬　勝敏

14 第３号 茅野市民生児童委員協議会 会長 田村　茂正

15 第３号 茅野市主任児童委員会 委員長 小坂　秀王

16 第３号 茅野市保護司会 副支部長 平出　美彦

17 第３号 諏訪人権擁護委員協議会 茅野市地区部会長 宮坂　和生

18 第３号 東海大学付属諏訪高等学校 校長 中山　真一

19 第３号 長野県茅野高等学校 校長 猿谷　大和

20 第３号 学校法人聖リゴリオ学園　ちのせいぼ幼稚園 園長 唐澤　裕子

21 第３号 茅野市要保護児童対策地域協議会実務者会議アドバイザー 臨床心理士 伊佐山　尚美

令和8年度　茅野市要保護児童対策地域協議会代表者会議　委員名簿

代表者職氏名

１号⇒児童福祉法第25条の５第１号　　国又は地方公共団体の機関

２号⇒児童福祉法第25条の５第２号　　法人

３号⇒児童福祉法第25条の５第３号　　要保護児童の適切な保護を図るために市長が指定する者
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№ 所　　　属 職　名 氏名

1 社会福祉課 課長 立石　武彦

2 健康づくり推進課 課長 国枝　准也

3 保健福祉サービスセンター センター長 長田　香織

4 学校教育課 課長 渡辺　雄一

5 幼児教育課 課長 山本　貢史

6 こども課 課長 両角　和恵

7 こども課　発達支援センター 次長 篠原　ルミ

8 こども課　こども館 館長 上野　友恵

9 こども課　こども係 係長 野明　香織

10 こども課　こども・家庭支援係 係長 國枝　真樹

11 こども課　こども・家庭相談係 係長 五味　健太郎

12 こども課　こども・家庭相談係 統括支援担当 関　景子

13 こども課　こども・家庭相談係 主査（保健師） 山﨑　知子

14 こども課　こども・家庭相談係 主査（ケースワーカー） 小田島　理恵

15 こども課　こども・家庭相談係 主査（ケースワーカー） 宮坂　崇大

16 こども課　こども・家庭相談係 主任（ケースワーカー） 外立　実央

17 こども課　こども・家庭相談係 子ども家庭支援員 阿部　香織

18 こども課　こども・家庭相談係 家庭児童相談員 小林　千枝

19 こども課　こども・家庭相談係 母子・父子自立支援員 松田　梨香

20 こども課　こども・家庭相談係 総合こどもサポートコーディネーター 曽根原　正樹

21 こども課　こども・家庭相談係 スクールソーシャルワーカー 清水　明子

22 こども課　こども・家庭相談係 スクールソーシャルワーカー 中村　みき

23 こども課　こども・家庭相談係 スクールソーシャルワーカー（県派遣） 松山　優太

 令和8年度　茅野市要保護児童対策地域協議会代表者会議　庁内関係職員名簿　
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審議会等の会議の公開について 

 

 

１ 審議会等の公開の理由 

  茅野市行財政改革推進プログラムの改革実行項目として「審議会・委員会等の会

議内容の公開」が位置付けられています。（1 住民自治の改革－4 各種審議会・委

員会等の見直しと市民参画の推進－4 審議会・委員会等の会議内容の公開） 

審議会等の会議を公開することにより、その審議状況を市民に明らかにし、審議

会等の透明性の向上を図るとともに、市民の市政への理解と信頼を深め、もって公

正で開かれた市政を実現するため、「茅野市審議会等の会議の公開に関する要綱」

（別紙１）を定め、審議会等の会議の一般への公開及び会議録の公開を実施します。 

これまで、行財政改革推進市民委員会及び市民プラン策定の過程における円卓会

議等については、ホームページ上で会議録の公開が行われています。 

 

２ 審議会等の公開に関する基準等 

  審議会等の公開に関する基準等については、以下のとおりとします。 

(1) 公開の対象とする会議 

  ア 地方自治法第１３８条の４第３項の規定により設置された付属機関（法律又

は条例の定めるところにより設置された審査会、審議会等） 

    例：茅野市情報公開・個人情報保護審査会、茅野市特別職報酬等審議会、茅

野市都市計画審議会、茅野市環境審議会…等 

  イ 市の事務又は事業について審議、審査、調査等を行うため、規則、要綱等に

より設置された付属機関に準ずる機関 

    例：茅野市公募・提案型補助金審査会、茅野市介護老人福祉施設入退所検討

委員会、茅野市新商品開発支援事業審査会、茅野市地域福祉計画策定委

員会、茅野市食育推進計画策定委員会…等 

(2) 会議公開の原則 

   審議会等の会議は、原則として公開とします。ただし、法令等により公開する

ことができない場合、茅野市情報公開条例に規定する非公開情報に該当する事項

の審議等を行う場合、会議の公開が公正かつ円滑な議事運営に支障を生じる場合

については、非公開とすることができます。（具体的には、「審議会等を非公開と

する基準」（別紙２）をご覧ください。） 

   また、審議会等の会議を公開とするか、非公開とするかは、当該審議会等にお

いて検討し、決定します。 

(3) 会議開催の事前公表 

   会議を開催するにあたり、その開催日時、開催場所、議題等を事前に公表する

ものとします。公表の方法は、茅野市役所掲示板への掲示及びホームページへの

掲載とします。 
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(4) 会議の公開の方法 

   会議の公開は、会議の傍聴を希望する者に、当該会議の傍聴を認めることによ

り行うものとします。傍聴に定員を設ける場合は、原則として先着順に傍聴を認

めるものとします。 

(5) 会議録の作成、公表 

   会議終了後、速やかに会議録を作成し、一般に公表することとします。公表の

方法としては、ホームページへの掲載、担当課における閲覧とします。会議録の

公開の前に、会議録を審議会等の委員に送付し、内容の確認を行います。 

(6) 運用状況の報告及び公表 

   １年に１回、会議公開の運用状況を取りまとめ、公表するものとします。 

 
３ 運用スケジュール 

  平成 22 年４月１日以降、最初に開催される審議会等の会議において、審議会等

の公開の趣旨等について、事務局を担っている課等において、説明をしていただき

ます。その後、審議会等においてその会議を公開するか、非公開とするかを決定し

ていただきます。 

  次回以降の会議の開催について、茅野市ホームページ等により会議開催のお知ら

せを行っていき、議事録についても、順次ホームページ等により公開していきます。 
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○茅野市審議会等の会議の公開に関する要綱 

平成22年３月30日 

告示第103号 

改正 平成24年３月29日告示第91号 

（目的） 

第１条 この要綱は、審議会等の会議の公開に関し、必要な事項を定め、審議会等の会議

を公開することにより、その審議状況を市民に明らかにし、審議会等の透明性の向上を

図るとともに、市民の市政への理解と信頼を深め、もって公正で開かれた市政を実現す

ることを目的とする。 

（対象とする会議） 

第２条 この要綱の対象とする会議は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第138条の４第

３項の規定により設置された附属機関及び市の事務又は事業について審議、審査、調査

等を行うため、規則、要綱等により設置された附属機関に準ずる機関（以下「審議会等」

という。）の会議とする。 

（会議公開の原則） 

第３条 審議会等の会議は、原則として公開するものとする。ただし、次の各号のいずれ

かに該当するときは、会議の全部又は一部を非公開とすることができる。 

(1) 法令等（法律、命令又は条例をいう。以下同じ。）の規定により会議を公開するこ

とができないと認められる場合 

(2) 茅野市情報公開条例（平成10年茅野市条例第24号）第６条各号に掲げる情報（以下

「非公開情報」という。）に該当する事項の審議等を行う場合 

(3) 当該会議を公開することにより、公正かつ円滑な議事運営に著しい支障が生じるこ

とが明らかに予想される場合 

（公開又は非公開の決定） 

第４条 審議会等の会議の公開又は非公開の決定は、前条に規定する基準に基づき審議会

等の長が当該審議会等に諮って行うものとする。 

２ 審議会等は、会議を非公開とすることを決定したときは、その理由を明らかにしなけ

ればならない。 

３ 公開とすることを決定した審議会等の会議中において、会議を非公開とすべきである

と認められる場合は、審議会等は、会議を非公開とすることができる。 

４ 第１項及び第２項の規定は、前項の場合において準用する。 

（会議開催の事前公表） 

第５条 審議会等は、会議を開催するにあたり、次に掲げる事項をあらかじめ公表しなけ

ればならない。ただし、緊急に会議を開催する必要があると認められるときは、この限

りでない。 

(1) 会議の名称 

(2) 開催日時 

(3) 開催場所 
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(4) 議題 

(5) 問い合わせ先 

(6) 前各号に掲げるもののほか、必要な事項 

２ 審議会等を所管する課等（以下「担当課等」という。）の長は、当該審議会等の会議

の開催日の１週間前までに、前項に規定する事項について記載した審議会等の会議開催

のお知らせ（別記様式）を茅野市公告式条例（昭和30年茅野町条例第１号）第２条第２

項に規定する茅野市役所掲示場に掲示するとともに、茅野市ホームページに掲載するも

のとする。 

（公開の方法等） 

第６条 審議会等の会議の公開は、会議の傍聴を希望する者に、当該会議の傍聴を認める

ことにより行うものとする。 

２ 審議会等は、審議会等の会議を傍聴する者（以下「傍聴者」という。）の定員をあら

かじめ定め、当該会議の会場に傍聴席を設けるものとする。 

３ 会議の傍聴を希望する者が前項の定員を超えるときは、先着順により傍聴者を決定す

るものとする。ただし、審議会等が特に必要と認めるときは、他の方法によることがで

きる。 

４ 審議会等は、会議を公開するに当たり、会議が公正かつ円滑に行われるよう、当該会

議の開催中における会場の秩序の維持に努めなければならない。 

（傍聴することができない者） 

第７条 次の各号のいずれかに該当する者は、会議を傍聴することができない。 

(1) 危険物を持っている者 

(2) 酒気を帯びていると認められる者 

(3) 張り紙、ビラ、掲示板、プラカード、旗、のぼり等を持っている者 

(4) 笛、ラッパ、太鼓その他の楽器又は拡声器等を持っている者 

(5) 前各号に定めるもののほか、会議を妨害し、又は人に迷惑を及ぼすと認められる者 

（傍聴者の守るべき事項） 

第８条 傍聴者は、係員の指示に従うとともに、次の事項を守り、静穏に傍聴しなければ

ならない。 

(1) 会場内における発言に対して、拍手その他の方法により賛否を表明しないこと。 

(2) 会場内において発言しないこと。 

(3) みだりに席を離れないこと。 

(4) 飲食又は喫煙をしないこと。 

(5) 事前に審議会等の長の許可を得ている場合を除き、会場において撮影、録音その他

これに類する行為をしないこと。 

(6) 前各号に定めるもののほか、会場の秩序を乱し、又は会議の妨げとなるような行為

をしないこと。 

（傍聴者の退場） 

第９条 傍聴者は、第４条第３項の規定により、会議を非公開とする決定があったときは、

速やかに退場しなければならない。 

２ 審議会等の長は、傍聴者が前条の規定に反するときはこれを制止し、その命令に従わ
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ないときは、これを退場させることができる。 

（会議資料の閲覧） 

第10条 審議会等の会議に関する資料は、傍聴者の閲覧に供するものとする。この場合に

おいて、非公開情報に該当する資料は、当該資料から除くものとする。 

（会議録の作成等） 

第11条 審議会等は、会議終了後速やかに会議録を作成しなければならない。 

２ 会議録は、会議を開催した日の属する年度の翌年度の末日まで、次に掲げる方法によ

り、一般の閲覧に供するものとする。 

(1) 茅野市ホームページへの掲載 

(2) 担当課等における閲覧 

(3) その他審議会等が指定する場所での閲覧 

３ 第３条の規定により、審議会等の会議の全部又は一部を非公開とした場合における当

該審議会等の会議録は、その要旨のみを記載し、又は発言をした者の氏名等を省略する

ことができる。 

（特別の定めがある場合の取扱い） 

第12条 審議会等の会議の公開並びに会議録の作成及び公開について、法令等に特別の定

めがあるときは、その定めるところによるものとする。 

（運用状況の報告及び公表） 

第13条 担当課等の長は、この要綱による会議公開の運用状況を取りまとめ、会議を開催

した日の属する年度の翌年度の４月末日までに、総務課長に報告するものとする。 

２ 総務課長は、毎年度１回、この要綱による会議公開の運用状況について公表するもの

とする。 

（その他） 

第14条 この要綱に定めるもののほか、会議の公開について必要な事項は、審議会等の長

が当該審議会等に諮って定めるものとする。 

前 文 抄 

平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成24年３月29日告示第91号）抄 

（施行期日） 

１ この告示は、平成24年４月１日から施行する 
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審議会等を非公開とする基準 

 

 茅野市審議会等の会議の公開に関する要綱の規定により、茅野市において設置した

審議会等は原則として会議を公開していくこととなります。ただし、会議の内容によ

っては、非公開とすることが妥当なものもあります。そこで、審議会等の会議を非公

開とする基準を以下のように定めます。 

 

１ 法令等の規定により会議を公開することができないと認められる場合（要綱第３

条第１号） 

  例：公平委員会における口頭審理の非公開（人事院規則第 30 条第３項）…等 

 

２ 茅野市情報公開条例第６条各号に掲げる情報に該当する事項の審議等を行う場

合（要綱第３条第２号） 

  茅野市情報公開条例第６条に規定する非公開情報 

   (1) 法令の規定により明らかに公開することができない情報 

    例：公判開廷前の訴訟に関する情報（刑事訴訟法第 47 条）、児童相談所にお

いて相談、調査等をしたことにより知りえた情報（児童福祉法第 61 条）

…等 

   (2) 個人に関する情報で、特定の個人が識別され、または識別され得るもの 

    例：戸籍等に関する情報（氏名、性別、生年月日等）、経歴に関する情報（学

歴、職歴等）、心身に関する情報（障害程度等）、能力・成績等に関する

情報（学業成績、勤務成績等）、財産・収入状況に関する情報（資産状況

等）、思想・信条に関する情報（信仰、宗教等）…等 

   (3) 法人その他の団体に関する情報等で公開することにより法人等に不利益

を与えることが明らかであると認められるもの 

    例：生産・技術等に関する情報（製造工程、原材料の種類・使用量等）、事業

活動・営業活動等に関する情報（取引先、受注経路等）、社会的信用を損

なうと認められる情報（法人等に対する評価に関する情報等）、経理・人

事・労務等内部管理に関する情報（従業員名簿、採用状況等）…等 

   (4) 国又は地方公共団体からの協議又は依頼に基づいて作成し、又は取得し

た情報で、公開することにより、国等との協力関係を著しく害するおそれが

あるもの 

    例：国等が公表するまで公表してはならないとされている情報（国等の計画

素案、国等の用地処分案等）…等 

   (5) 市の内部等における審議、調査等に関する情報で、公開することにより

当該審議、調査等の公正かつ円滑な実施に著しい支障を生ずるおそれのある

もの 

8



 

    例：未成熟な情報であって、市民に不正確な理解や誤解を与える恐れのある

情報、公開することにより、情報提供者との信頼関係を損なうなど以後

の資料収集を著しく困難にする情報…等 

   (6) 市等の事務事業の性質上、公開することにより、当該事務事業の公正か

つ円滑な実施に著しい支障を生ずるおそれのあるもの 

    例：公開することにより当該事務事業を実施する目的が失われる恐れのある

情報（実施前の試験問題、検査等の計画に関する情報等）、公開すること

により反復・継続する同種の事務事業の公正かつ円滑な執行を著しく困

難にさせるおそれのある情報（入札実施前の予定価格、過去の損失補償

等に関する情報等）…等 

   (7) 人の生命、身体及び財産の保護等公共の安全の確保のため、公開しない

ことが必要と認められる情報 

    例：犯罪の捜査、予防等のため公開しない情報…等 

 

３ 会議を公開することにより、公正かつ円滑な議事運営に著しい支障が生じること

が明らかに予想される場合（要綱第３条第３号） 

  ・会議開催の阻止や審議への介入などの障害が現実のものとして存在するか、そ

のような危険が予測される場合 

  ・審議会等の委員や関係者の生命、身体及び財産に損害が及ぶおそれがある場合 

  ・傍聴者からのヤジ等により、審議会等の委員の自由な発言ができないおそれが

ある場合 

  ・公開することにより審議する事務事業の実施の目的を失わせるような場合 

 

 

 以上、上記に該当しない場合は、審議会等の会議は公開することとします。 
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茅野市要保護児童対策地域協議会運営要綱 
 
（趣旨） 
第１条 この要綱は、茅野市要保護児童対策地域協議会（以下「協議会」という。）

の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（所掌事項） 

第２条 協議会は、次の各号に掲げる事項について所掌する。 

（１） 要保護児童若しくは要支援児童及びその保護者又は特定妊婦（以下「要 

保護児童等」という。）に関する情報その他要保護児童の適切な保護又は要

支援児童若しくは特定妊婦への適切な支援を図るために必要な情報の交換

に関すること。 

（２） 要保護児童等に対する支援の内容に関すること。 

（３） 前各号に掲げるもののほか、協議会の目的を達成するために必要な事項 

に関すること。 

（組織） 

第３条 協議会を円滑に運営するために、協議会に、代表者会議、実務者会議及

び個別ケース検討会議を置く。 

（代表者会議） 

第４条 代表者会議は、関係機関等の代表者又は代表者から推薦を受けた者で

構成し、要保護児童等への対策全般についての情報交換、施策の策定及び関係

機関等の連携のための役割分担等について協議する。 

２ 代表者会議の座長は、こども部長をもって充てる。 

３ 座長に事故あるときは、座長があらかじめ指名した者が、その職務を代理す

る。 

（実務者会議） 

第５条 実務者会議は、関係機関等の実務者で構成し、要保護児童等の実態及び

支援の総合的な把握、要保護児童対策を推進するための啓発活動の企画、要保

護児童等に対する援助についての協議並びに関係機関等による定例的な情報

交換を行う。 

２ 実務者会議の座長は、こども部こども課長をもって充てる。 

３ 座長に事故あるときは、座長があらかじめ指名した者が、その職務を代理す

る。 

（個別ケース検討会議） 

第６条 個別ケース検討会議は、個別の要保護児童等について、直接関わりを有

している担当者及び今後関わりを有する可能性がある者で構成し、要保護児

童等の具体的な支援の内容について協議する。 
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資料２



 

（要保護児童対策調整機関） 

第７条 児童福祉法（昭和 22 年法律 164 号。以下「法」という。）第２５条の２

第４項の規定に基づく要保護児童対策調整機関（以下「調整機関」という。）

として、茅野市こども部こども課を指定する。 

２ 調整機関は、協議会に関する事務を総括するとともに、要保護児童等に対す

る支援の実施状況を的確に把握し、必要に応じて、関係機関等との連絡調整を

行う。 

（守秘義務） 

第８条 協議会の構成員及び構成員であった者は、法第２５条の５の規定に基

づき、協議会の職務に関して知り得た秘密を漏らしてはならない。 

（補則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、協議会の組織及び運営に関し必要な事

項は、協議会が定める。 

   附 則 

 この要綱は、平成２５年３月１４日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度茅野市要保護児童対策地域協議会実務者会議の開催状況 

 

 

 

対象 

地区 

東部 SC ｴﾘｱ 西部 SC ｴﾘｱ 中部 SC ｴﾘｱ 北部 SC ｴﾘｱ 

豊平･玉川･泉野 宮川･金沢 ちの･米沢･中大塩 湖東･北山 

開催 

月日 

6 月 18 日 7 月 16 日 5 月 21 日 

10 月 15 日 11 月 19 日 9 月 17 日 

2 月 4 日 3 月 4 日 1 月 14 日 
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児  童  相  談  所 

＜構成＞・関係機関等の代表者又は代表者から推薦を受けた者 

     ⇒別紙「委員名簿」参照 

＜機能＞・実務者会議等が円滑に運営されるための環境整備 

    ・要対協運営要綱と要保護児童等の支援に関するシス 

テム全体の検討 

    ・要対協の活動状況の評価 

    ・児童相談に関する施策の検討、提案 

＜開催＞・年、１～２回 地 

域 

協 

議 

会 

の 

三 

層 

構 

造 

＜構成＞・実際に活動する実務者（関係機関の係長、担当者等） 

＜機能＞・定例的な情報交換や、個別ケース検討会議であがっ 

  た事例の検討 

    ・要保護児童等の実態把握や支援を行っている事例の 

総合的な把握（進捗状況と進行管理表の確認） 

    ・要保護児童対策を推進するための啓発活動 

    ・代表者会議への報告 

＜開催＞年９回（毎月第３水曜日） 

＜構成＞・関係者会議と支援会議に分かれている。 

関係者会議：そのケースに関わりを持つ担当者や関わリ 

を持つ可能性のある関係機関の担当者 

支援会議：関係者の他に家族・当事者を含めて開催する 

会議 

＜機能＞・要保護児童等の状況の把握や問題点の確認 

    ・援助方針と役割分担の決定及びその認識の共有 

    ・支援の経過報告及びその評価 

＜開催＞・随時 

検
討
会
議 

 

個
別
ケ
ー
ス 

要保護児童対策調整機関 

（要対協に関する事務の総括） 

〔こども課〕 

茅野市要保護児童対策地域協議会の概要 
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令和7年度　相談状況（こども家庭センター全体）

Ⅰ　内容別相談件数 記入方法：延べ相談件数　　（　）内は新規相談件数

総数 325 (27) 377 (56) 625 (32) 335 (25) 167 (2) 7 (2) 1836 (144)
①身体 100 (1) 223 (16) 252 (5) 35 (0) 65 (0) 2 (1) 677 (23)
②性的 0 (0) 0 (0) 22 (3) 1 (0) 1 (0) 0 (0) 24 (3)
③心理 179 (24) 139 (34) 247 (14) 214 (20) 4 (0) 5 (1) 788 (93)
④保護 46 (2) 15 (6) 104 (10) 85 (5) 97 (2) 0 (0) 347 (25)

その他 447 (69) 109 (18) 269 (16) 269 (18) 181 (4) 14 (2) 1289 (127)
保　健　相　談 695 (312) 14 (4) 2 (2) 1 (0) 2 (0) 26 (20) 740 (338)

肢体不自由 3 (3) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 4 (3)
視　聴　覚 0 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (0)
言語発達 15 (1) 2 (0) 2 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 19 (2)
重症心身 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)
知　　　的 0 (0) 2 (2) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 2 (2)
自　閉　症 2 (1) 21 (0) 15 (0) 29 (1) 16 (0) 30 (2) 113 (4)
ぐ犯行為等 0 (0) 0 (0) 3 (0) 0 (0) 11 (0) 1 (0) 15 (0)
触法行為 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)
性格行動 24 (11) 249 (67) 212 (20) 265 (10) 79 (8) 57 (7) 886 (123)
不登校 0 (0) 1 (0) 305 (22) 486 (14) 48 (8) 18 (0) 858 (44)
適　　正 10 (4) 322 (58) 40 (13) 20 (6) 2 (0) 2 (0) 396 (81)
育児・しつけ 246 (69) 7 (7) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 52 (3) 305 (79)

53 (14) 2 (1) 20 (7) 0 (0) 8 (0) 309 (60) 392 (82)

987 (293) 727 (136) 851 (56) 743 (23) 193 7 37 (4) 3538 (519)

833 (218) 381 (77) 642 (57) 662 (51) 321 15 479 (92) 3318 (510)
合　　　　　　計 1820 (511) 1108 (213) 1493 (113) 1405 (74) 514 (22) 516 (96) 6856 (1029)

Ⅱ　形態別相談件数 記入方法：延べ相談件数　　（　）内は新規相談件数

533 (99) 86 (10) 185 (9) 121 (10) 108 (2) 419 (57) 1452 (187)

611 (158) 257 (49) 638 (49) 582 (28) 201 (17) 65 (31) 2354 (332)

70 (7) 102 (9) 109 (7) 132 (5) 37 (1) 2 (1) 452 (30)

28 (3) 379 (126) 1 (0) 1 (0) 2 (0) 1 (1) 412 (130)

4 (0) 118 (4) 137 (31) 148 (12) 0 (0) 1 (0) 408 (47)

25 (2) 0 (0) 17 (0) 54 (0) 8 (0) 0 (0) 104 (2)

373 (197) 42 (2) 141 (2) 142 (0) 63 (0) 9 (2) 770 (203)

21 (5) 51 (2) 42 (2) 39 (1) 14 (0) 5 (2) 172 (12)

96 (34) 34 (7) 57 (4) 47 (4) 21 (1) 5 (1) 260 (51)

59 (6) 39 (4) 166 (9) 139 (14) 60 (1) 9 (1) 472 (35)

1820 (511) 1108 (213) 1493 (113) 1405 (74) 514 (22) 516 (96) 6856 (1029)

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

実父 0 4 4 10 6 6 1 2 0 0 0 0 11 22 33

外父 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2

実母 3 6 13 7 5 7 0 2 0 1 0 0 21 23 44

外母 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3

その他 0 0 2 0 3 3 0 0 0 0 0 0 5 3 8

確認 3 11 20 18 16 16 1 4 0 1 0 0 40 50 90

送致 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

通知 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ　経路別相談件数 記入方法：延べ相談件数　　（　）内は新規相談件数

男 53 (3) 504 (82) 154 (29) 219 (21) 347 (70) 17 (6) 7 (1) 499 (36) 34 (4)

女 81 (11) 548 (97) 133 (22) 147 (19) 146 (41) 9 (5) 4 (2) 564 (53) 148 (14)

計 134 (14) 1052 (179) 287 (51) 366 (40) 493 (111) 26 (11) 11 (3) 1063 (89) 182 (18)

男 0 (0) 85 (13) 36 (4) 0 (0) 1397 (232) 38 (4) 39 (7) 107 (6) 3536 (518)

女 2 (0) 72 (2) 58 (14) 0 (0) 1175 (186) 48 (5) 107 (38) 78 (2) 3320 (511)

計 2 (0) 157 (15) 94 (18) 0 (0) 2572 (418) 86 (9) 146 (45) 185 (8) 6856 (1029)

相　　　　　　　　談　　　　　　　　件　　　　　　　数

幼児 園児 小学生 中学生 高校生 成人 合計

養護
相談

児
童
虐
待

障害
相談

非行
相談

育成
相談

そ　　の　　他

男

女

幼児 園児 中学生 高校生 成人 合計

庁内

来室相談

電話相談

その他

小学生

庁外

保育園訪問

学校訪問

施設訪問

家庭訪問

医療機関

その他

保健所 医療機関 警察等 児童委員（通告）

会議（関係者、支援者等）

合　　　　計

虐
待
関
連

(

内
数

）

虐
待
者

防
止
法

市　　 児童相談所 児童福祉施設等 学　　校　　等

福祉事務所 保健センター 市その他 児童相談所 保育所 児童福祉施設

家族・親戚 その他 合　　計

幼稚園 学校 教育委員会

近隣・知人 児童・本人
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資料３



　１　内容別相談件数

　　新規取扱延べ件数

区別 児童虐待 養護相談 保健相談 障害相談 非行相談 性格行動 不登校 適性
育児・
しつけ

その他 合計

R3年度 135 37 9 6 2 129 95 52 107 75 647

R4年度 61 76 6 14 0 125 51 92 75 58 558

R5年度 154 145 2 11 10 133 41 116 71 41 724
R6こ家セン 205 109 582 44 4 132 91 118 105 81 1,471
R7こ家セン 144 127 338 11 0 123 44 81 79 82 1,029

　　新規及び継続ケースの取扱延べ件数

区別 児童虐待 養護相談 保健相談 障害相談 非行相談 性格行動 不登校 適性
育児・
しつけ

その他 合計

R3年度 1,031 1,061 16 134 18 572 1,075 127 351 350 4,735

R4年度 1,049 988 28 196 12 659 1,225 345 327 309 5,138

R5年度 1,026 942 13 161 49 624 976 384 266 381 4,822

R6こ家セン 1,468 1,076 1,031 229 22 768 1,052 480 387 431 6,944

Rこ家セン 1,836 1,289 740 139 15 886 858 396 305 392 6,856

令和7年度　相談状況　　(平成7年4月～令和8年3月）

　令和6年度から、こども課の２つの係に加えて、健康づくり推進課も含めた、こども家庭センター「育ちあいちの」を設
置しました。相談件数は、令和５年度まではこども課（こども・家庭相談係、発達支援センター、こども館、CHUKOらん
どチノチノ）で相談した件数を集計していますが、令和６年度からは、健康づくり推進課も含めた相談件数を集計して
います。
　

・新規取扱延べ件数は1,029件となり、令和６年度からは減少しています。しかしながら、新規及び継続
ケースの取扱延べ件数はほぼ同数であり、継続ケースの相談が多い状況が見受けられます。
・新規及び継続ケースの取扱延べ件数で比較すると、虐待や養護相談が増えています。

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

1,000
1,100
1,200
1,300
1,400
1,500

児童虐待 養護相談 保健相談 障害相談 非行相談 性格行動 不登校 適性 育児・

しつけ

その他 合計

R3年度 R4年度 R5年度 R6こ家セン R7こ家セン

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

児童虐待 養護相談 保健相談 障害相談 非行相談 性格行動 不登校 適性 育児・

しつけ

その他 合計

R3年度 R4年度 R5年度 R6こ家セン Rこ家セン
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　２　形態別相談件数

　　新規取扱延べ件数

区　別 来室相談 電話相談 その他 保育園訪問 学校訪問 家庭訪問 施設訪問 医療機関 会議・その他 合計

R3年度 103 157 5 61 110 33 14 3 161 647

R4年度 82 110 10 104 101 36 11 7 31 558

R5年度 130 161 24 137 86 43 4 12 127 724

R6こ家セン 284 463 49 159 75 296 5 15 125 1,471

R7こ家セン 187 332 30 130 47 203 2 12 86 1,029

　３　　相談年齢階層別件数

　　新規取扱延べ件数

区　別 幼児
0～3歳児

園　児
3歳～学齢

前
小学生 中学生 高校生 成　人 合計

R3年度 172 101 206 111 13 44 647

R4年度 128 142 139 71 31 47 558

R5年度 190 204 182 73 34 41 724

R6こ家セン 748 249 208 122 26 118 1,471

R7こ家セン 511 213 113 74 22 96 1,029

・新規の相談延べ件数は、減少している状況です

・令和７年度の相談形態としては、電話相談や家庭訪問が多くなっています。
・特に、令和６年度から電話相談及び家庭訪問が増えたのは、こども家庭センター設置に伴い健康づくり
推進課を含めた相談件数となったためです。
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園 児
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小学生 中学生 高校生 成 人 合計

R3年度 R4年度 R5年度 R6こ家セン R7こ家セン
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　4 　経路別相談件数

　　新規取扱延べ件数

区別 福祉事務所・保
健福祉ＳＣ

諏訪児童相談所 施設（保育所施設） 学校等
保健所・医療機

関
・警察

家庭・親戚 近隣・知人 児童・本人
その他

0123・ﾁﾉﾁﾉ
家庭教育C

合計

R3年度 91 32 14 57 3 70 7 14 31 319

R4年度 161 27 78 129 4 131 2 15 11 558

R5年度 186 76 82 137 29 166 10 11 27 724

R6こ家セン 219 56 109 167 50 619 3 218 30 1,471

R7こ家セン 244 40 122 110 33 418 9 45 8 1,029

　５　虐待について

　① 平成27年度から令和7年度における茅野市の推移

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

延べ相談 426 659 830 1,032 660 1,202 1,031 1,049 1,026 1,424 1,836
相談実人数 69 101 85 107 179 197 230
新規相談人数 64 35 25 23 31 41 34 30 83 76 74

⇐

・経路別相談件数については、市以外では家庭・親戚が最も多く、次に保育所施設や学校等となっていま
す。
・市の各種相談窓口が、子育て家庭に認知されてきていると思います。

・令和６年度から令和７年度にかけて、延べ相談件数が412件増加、相談実人数が33人増加しました。
・虐待ケースは継続支援が必要であり、簡単には終結できない複雑な要因があります。
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　②　令和6年度と令和7年度　児童虐待の区分別実人数の比較

区分 身体 性的 心理 ネグレクト 区分 身体 性的 心理 ネグレクト

R6年度 26 0 42 8 R7年度 21 1 36 16

③　令和７年度主な虐待者(実人数）

虐待者 実父 外父 実母 外母 その他

件数 35(47%) 1(1%) 34(46%) 3(4%) 1(1%)

④　令和７年度被虐待児童の年齢（実人数）

年齢 ０～３歳
３歳～
学齢前

小学生 中学生 高校生

件数 27(36%) 18(24%) 22(30%) 4(5%) 3(4%)

⑤　虐待通告経路

福祉事務
所・保健
福祉ＳＣ

諏訪児童
相談所

施設（保
育所施

設）
学校等

保健所・
医療機関

・警察

家庭・親
戚

近隣・知
人

児童・本
人

その他
0123
ﾁﾉﾁﾉ

家庭教育
C

合計

10 9 0 5 0 3 2 1 0 30

14 18 12 19 3 10 3 0 4 83

18 13 7 19 10 2 0 1 6 76

17 9 18 8 6 10 3 0 3 74

R6年度

R7年度

・令和７年度は、保育所施設や家庭・親戚からの通告が令和６年度に比べ増加しました。

・区分としては、心理的虐待が多く、次いで身体的虐待が多い状況です。この傾向は以前から変わってい
ません。
・心理的虐待は、家庭内でのＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）が子どもの面前で行われた場合にカウント
することから多くなっています。子どもが複数いる場合は全員をカウントしています。
・その他、令和７年度はネグレクトが増加しています。

 ・虐待者については、実父が35人で全体の47％、実母が34人で全体の46％となっています。

 ・0～3歳未満が36%、3歳～学齢前が24％、小学生30%、中学生5％、高校生4％となりました。令和６年度
は0～3歳未満が20%、3歳～学齢前が18％だったため、令和6年度に比べ低年齢化しています。
・子どもの年齢が低いほど、生命の危険にさらされる度合いが高まり、市の健康づくり推進課や保健福祉
ＳＣ、警察、児童相談所、学校、保育園、幼稚園、医療機関などの教育・福祉、医療分野との連携を図って
いくことが大切であると考えます。
・近年ではＤＶ等による警察との連携が必要なケースも増えています。

経路

R4年度

R5年度

身体, 26

性的, 0
心理, 42

ネグレク

ト, 8

R6年度

身体, 21

性的, 1

心理, 36

ネグレクト, 
16

R7年度
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令和7年度進行管理実績
※ 令和8年3月31日現在の年齢、相談種別、格付で集計しています。

施設入所

（単位：人） 里親委託

身体的虐待 60 13 0 0 8 81 0 2 2 2 9 7 4 7 8 3 10 5 6 2 5 1 3 1 3 1 81

性的虐待 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

心理的虐待 73 19 0 4 1 97 0 6 9 4 9 7 5 5 9 10 4 3 4 3 6 6 3 4 0 0 97

ネグレクト 21 15 0 0 8 44 0 1 1 2 0 1 4 3 3 1 1 3 2 1 5 3 3 6 1 3 44

虐待合計 155 47 0 4 17 223 0 9 12 8 18 15 13 15 20 14 15 12 12 6 16 10 9 11 4 4 223

環境 47 48 5 0 13 113 7 10 12 7 6 5 6 4 5 5 4 9 3 2 4 7 5 5 4 3 113

保健相談 保健相談 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

肢体不自由 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

聴覚障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

言語発達障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

重症心身障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

知的障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

発達障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ぐ犯行為等 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

触法行為等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

性格行動 1 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2

不登校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

適正 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

育児・しつけ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定妊婦 特定妊婦 3 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3

合計 206 96 5 4 31 342 7 19 24 15 24 20 19 19 25 19 19 22 15 8 20 19 14 16 8 10 342

13歳 14歳 15歳4歳 5歳 6歳3歳A B 未決C 計 0歳 1歳 2歳
相談種別

障害相談

16歳

非行相談

育成相談

養護相談

7歳 8歳 9歳

格付 年齢別件数

17歳 18歳 18歳以上 計10歳 11歳 12歳

その他
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令和7年度新規人数

施設入所

（単位：人） 里親委託

身体的虐待 18 0 0 0 1 19 0 1 1 1 3 1 2 1 0 0 3 1 2 1 1 0 1 0 0 0 19

性的虐待 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

心理的虐待 27 1 0 2 0 30 0 3 4 1 4 3 1 2 2 2 1 1 1 1 3 0 0 1 0 0 30

ネグレクト 8 0 0 0 0 8 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 8

虐待合計 54 1 0 2 1 58 0 5 6 3 7 4 4 3 3 2 4 4 3 2 5 0 1 2 0 0 58

環境 19 0 0 0 0 19 7 3 2 0 2 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 19

保健相談 保健相談 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

肢体不自由 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

聴覚障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

言語発達障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

重症心身障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

知的障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

発達障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ぐ犯行為等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

触法行為等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

性格行動 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不登校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

適正 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

育児・しつけ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定妊婦 特定妊婦 3 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3

合計 76 1 0 2 1 80 7 8 8 3 9 4 5 4 3 2 5 4 4 2 6 0 1 2 0 3 80

非行相談

育成相談

計

養護相談

障害相談

13歳 14歳 15歳 16歳 17歳8歳 9歳 10歳 11歳 12歳5歳 6歳 7歳 18歳 18歳以上0歳 1歳 2歳 3歳 4歳A B C 未決 計
相談種別

格付 年齢別件数

その他
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令和7年度終結人数

施設入所

（単位：人） 里親委託

身体的虐待 26 13 0 0 0 39 0 0 0 0 3 4 2 1 5 3 6 3 3 2 3 0 1 1 2 0 39

性的虐待 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

心理的虐待 34 14 0 4 0 52 0 0 5 1 3 4 3 3 6 6 1 2 3 3 3 5 1 3 0 0 52

ネグレクト 2 10 0 0 1 13 0 0 0 0 0 1 2 0 2 0 1 0 1 1 1 1 1 0 0 2 13

虐待合計 63 37 0 4 1 105 0 0 5 1 6 9 7 4 13 9 8 6 7 6 7 6 3 4 2 2 105

環境 12 20 5 0 3 40 0 4 2 3 0 3 3 1 2 2 1 6 1 1 1 2 1 2 2 3 40

保健相談 保健相談 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

肢体不自由 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

聴覚障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

言語発達障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

重症心身障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

知的障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

発達障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ぐ犯行為等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

触法行為等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

性格行動 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不登校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

適正 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

育児・しつけ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定妊婦 特定妊婦 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 75 57 5 4 4 145 0 4 7 4 6 12 10 5 15 11 9 12 8 7 8 8 4 6 4 5 145

養護相談

障害相談

非行相談

育成相談

16歳6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 18歳 18歳以上 計11歳 12歳 13歳 14歳 15歳

格付 年齢別件数

A B C 未決 計 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 17歳
相談種別

その他
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新規ケースの虐待の種類と年齢分布の状況　（令和6年度末・7年度末）

○令和７年度は新規虐待ケースが58件と令和７年度の103件から大幅に減っています
○受理の年齢比率で言うと、令和６年度と比べて低年齢化しており、保育園年代が最も多く、次に未
満児年代となっています。逆に、小学生年代はかなり受理件数が減少しています。
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R7年度 新規ケース 虐待の種類と年齢分布
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件数 割合

4 2.8

121 83.4

0 0.0

5 3.4

7 4.8

0 0.0

0 0.0

8 5.5

合計 145 100.0

件数 割合

1か月未満 0 0.0

1か月以上6か月未満 6 4.1

6か月以上12か月未満 46 31.7

1年以上2年未満 56 38.6

2年以上3年未満 14 9.7

3年以上5年未満 9 6.2

5年以上 14 9.7

145 100.0

○令和７年度に終結したケースの登録期間は１年以上２年未満が最も多く、６ヶ月以上１２ヶ月
未満が続きました。
○それ以上になると長期化しやすいと見込まれることから、より短期間で終結できるかどうかが
ポイントであると考えます。

令和7年度登録終結ケース（計145件）終結理由、登録期間
終結理由

令和７年度に終結したケース（145件）の登録期間

登録期間

○令和７年度に登録終結したケースは、145件と昨年の81件から大幅に増加しました。
○この145件の内、121件が『支援の結果の改善・緩和』が理由で終結となり、次に⑧その他と
なっています。その他は離婚等により虐待の心配がなくなった等の理由になります。

合計

①調査の結果、支援の必要なし

②支援の結果の改善・緩和（安定、変化なしの状態が6か月以上継続）

③他機関へ引継ぎ、ケース管理を依頼

④転出

⑤18歳到達

⑥養子縁組等で親子分離。家庭復帰の可能性がなく保護者支援不要

⑦死亡

⑧その他（特定妊婦の出産、中絶。児相からの問合せで受理・情報提供し児相で終結）

①調査の結果、支援の

必要なし 2.8%

②支援の結果の改善・

緩和（安定、変化なし

の状態が6か月以上継

続） 83.4%

③他機関へ引継ぎ、

ケース管理を依頼

0.0%

④転出 3.4%

⑤18歳到達 4.8%
⑥養子縁組

等で親子分

離。家庭復

帰の可能性

がなく保護

者支援不要

0.0%

⑦死亡 0.0%

⑧その他（特定妊婦の出産、中絶。児相からの問合せ

で受理・情報提供し児相で終結） 5.5%

終結理由

1か月未満 0.0%
1か月以上6か月未満

4.1%

6か月以上12か月未満

31.7%

1年以上2年未満 38.6%

2年以上3年未満 9.7%

3年以上5年未満 6.2%

5年以上 9.7%

登録期間

1か月未満 1か月以上6か月未満 6か月以上12か月未満 1年以上2年未満 2年以上3年未満 3年以上5年未満 5年以上
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